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７クール日報（２月１８日～２月２２日）
	報告日
天気
	２月２２日（木）
雨のち曇り
気温　最高６度（最低２度）
	報告者
	北海道＠福岡、坂本、坂本、西脇
秋田県＠嶋崎、小貫
宮城県＠佐藤，髙橋，
岩手県＠菊地，前川，
青森県＠芳賀，井筒，
高知県＠森下，丹生谷、谷口
愛媛県＠井上，
香川県＠池西，
徳島県＠吉田、重松、桝井
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:00　　宿舎出発
7:30　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:30　　個人Ｖ受付
9:00  　  調査班（現地調査）※一部、資材班手伝い後に出発
9:20　　県Ｖバス到着　オリエンテーション・送り出し（10：00頃完了）
10:00　　マッチング班（問合せ対応、翌日以降のマッチング調整）
15:30　　現地調査帰還（資料出力等）、マッチング班（活動報告等対応、2/23準備）
17:00　　ミーティング 
17:45　　翌日のマッチング調整、引継ぎ
19:10　　業務終了　移動（宿舎まで）
20:30　　宿泊地に到着

	報告事項

	・ニーズ件数：新規17件／累計607件
・ボランティア（県ボラバス52人、団体2組15人、一般ボラ6人、地元ボラ11人）
・活動件数：21件、→完了13件、継続8件
・現地調査：14件／現地調査数（マッチング待ち）251件、残ニーズ238件
・避難所に避難している人は富来地区４００名　志賀地区１００名で、水道復旧率は富来地区は70％、志賀地区は100％となっている。
・3月16日から罹災証明書の全壊から公費解体を受け付け順次半壊等も受付を開始。
・ボランティア活動で災害ゴミとして取り扱えない一般ゴミが回収されるケースがあるため一般ごみは不可であることをオリエンテーション時にボランティアや、マッチング時に依頼者にも周知を行う。
・富来地区の休憩所が狭いため、多くの人が利用する場合は譲り合って利用することをオリエンテーションで周知する。
・災害ゴミ持ち込みの届出書に記入漏れが多いためオリエンテーションで再度周知する
・一般ボランティアで対応可能か迷う案件は持ち帰り技術系NPO（RATさん等）に判断を仰ぎ、基本、現調チームから依頼主へボランティア活動可能かどうかの連絡を行う。


	今後の主な予定
	・2月22日（木）に実施の志賀町福祉課と志賀町災害VCとの協議にて、災害ゴミのリストを作成してもらうように役場に要請→作成時期などは未定

	調整課題・所感等
	・富来地区に関しては通行止めなどになっているところもあり、避難所に避難している方も多いため、今後新たにニーズが上がってくる可能性が高い。
・水曜日VCの活動休止となることを記載した新しいチラシを配布し、周知していく必要がある。
・ニーズの掘り起こしも志賀町社協職員さん中心に少しずつ着手しているので、VCセンター内で活動している応援派遣職員は時間ができた時などはできることを行っていく（同行等）

	その他
	




